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 アイヌの衣服については attus（オヒョウなどで作られた樹皮衣），tetarape（イラクサなどで作ら
れた草皮衣），獣皮衣，魚皮衣などがあり，地域により着用する衣服が異なることが知られている。 
  獣皮衣について，樺太アイヌには皮なめしについて kahtatani（皮 叩く 叩く 木）皮を柔らかく
する道具と獣皮衣が残っており，皮なめしについて服部（1964）1には cirikonkarus,-ihi；onrus；tonto
の 3 つの語がある。北海道アイヌには皮なめしについて cin（皮張りをする）という形を整える語と， 
tonto（毛を抜いたもの）の語が存在するが，皮なめしの道具がない。皮なめしを意味する特別な語
もない。獣皮衣も残されていない。図１の形状が残されているのみである。図１は，平取で収集され
た「着物（獣皮製・子供用）」である。児玉（2007:99）は「外来の木綿衣の背面に鹿皮をつけた衣服」
と説明している。また，「鹿の毛皮は樹皮衣の表側や裏側につけるなどして用いられている」とのこ
と，更科・更科（1976:278）が，「これ（シカの皮）を厚司の背中に縫いつけたセドルコルアツシ（背
中にあてた厚司）は，冬の野営の時にそのまま着て寝る寝具となった」と記したのはこの図１の形状
であろうと思われる。 
図１ ロシア民族学博物館所蔵2 左前面，右背面 
     
 木綿を入手する以前の衣服，特に獣皮衣を作成する獣皮は，どのような方法で衣服としたのか。 
 本論は北海道アイヌの皮なめしについて，毛を抜く，脂肪をこそげ取る，皮を柔らかくする，の 3
段階にわけ，皮なめし法を解明することを目的とする。 
                                             
1 服部（1964）『アイヌ語方言辞典』以下『方言辞典』とする。 
2 荻原他（2007:172,351） 
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１．はじめに 
 1878 年 8 月北海道を訪れたシーボルト（1966:37-38）は，函館から札幌を経て平取に長く滞在し
た。衣服について，次のように記述している。 
「男も女も普通に着ている衣服は，「アッニ」という木の皮で作った織物で，「アットゥシ」とい
う（中略）年寄りと子どもに関しては，ほかに鹿のなめし革で製作されており，これに似た衣服
（ケプル）も着ている（中略）また，毛皮である場合には，天気によって裏返しにして使用する。 
 女性はこの衣装の下に，首まで及ぶシャツのような服（モウル）も着ているが，これもまた鹿
のなめし革からできており，首の回りを革紐でぴったりと縛っている。」 
 
 これに先立ち，菅江 (2000:196)は，1789 年に松前を出立しくどふ（久遠郡大成町）にて，「きゅ
うに雨がさっと降ってくると，鹿の皮衣を来たヘカチが二，三人あちらこちらの草をかきわけて去っ
ていった」と記している。 
  このように日常的に着用していた皮衣であるが，北海道アイヌが身近にあり交易に利用するほど入
手が容易であった獣皮を，わざわざ交易でなめした皮と交換したとは考えにくい。 
 
 
２．先行調査 
 獣皮の処理技術については佐々木（1992:138-141）がアムール川下流域と北海道そしてサハリンの
地域間の比較検討を行っている。対照とした獣皮処理は樺太アイヌと北海道アイヌの 1 例ずつ3であ
る。北海道アイヌの獣皮衣について特化した研究は目にしていない。 
 戦後 5 年ほど経過してから調査に入った記録から見ていき，獣皮衣の製作方法に迫ることとする。 
 
 渡辺（1951:260）は 1951 年の調査を踏まえ，「獣皮は刃物で脂肪を削り幾分柔軟にする程度とい
われ，本格的な鞣作業は少なくとも明治中葉以降行われた形跡がない」としている。 
 
 瀬川（1972:ページは各インフォーマント末尾に記載）1951〜1954 年の調査4である。 
a.「（モウルは）明治初年までは筒型の裘だったそうで」二風谷 平村カヌモレ媼 84 才，M2 生（p.18） 
                                             
3  後述の知里・山本（1979），萱野（1978）の 2 例である。 
4 生年は『資料編文献上のエカシとフチ』を参照した。同一人で年齢が異なるのは調査時が異なることによる。 
－ 66 －
b.「鹿の皮は古くなればトットと毛をむしればとれる」二風谷 平村カヌモレ媼 86 才，M2 生
（p.197） 
c.「鹿皮のこまかくとれたところの毛をとって，肉のついた方を身体につけると軟らかくて丈夫
で良い」芽室 勝川ウシャカルペ媼 83 才（p.57） 
d.「アットゥシのモウルばかり着た。背中は皮にして前がアットゥシで作ったモウルを，嫁にな
ったときに持たせられる」音更 細田カタリ媼 82 才，M3（推定）生（p.54） 
e.「冬にとった皮を夏になって揉むと，やっこくなってぬくいものだ」伏古 芳根リツ媼 78 才，
M14 生（p.221） 
f.「女になったら，モウルをする。鹿の皮のもした。昔は皮づくしだったから」白老 宮本サキ媼
77 才（p.45） 
g.「モウルは真岡木綿を買って筒型に作る」浦河 小川フチマッカ媼 78 才，M19 生（p.46） 
h.「女になった時，アットゥシのモウルを母がしてくれ」旭川 門野媼，M20 生？（p.59） 
 
 荒井・村中（1961:11）瀬川の調査の数年後，1957，1959，1961 年に調査を行っている。 
i.「熊，鹿の皮を軟らかくして男女とも着た。糸は鹿のすじを裂いて用いる」穂別 M 翁 90 才，
媼 88 才 
j.「兎皮の袖無しを着た」登別 K 媼 85 才 
k.「狐，兎の毛皮は肌に着る。鹿の皮は上に着た。日常は鹿，犬の皮を着る」音更 H 媼 85 才 
l.「熊皮のものは男，鹿皮のものは女が着た。むじな5は 4〜5 頭縫い合わせて女が着た」芽室 K
媼 87 才 
m.「鹿の皮を沼につけると毛が抜けて色も白くなり，鞣したようになる。これで袖無の着物を作  
った」（平取 H 媼 71 才） 
n.「熊皮，アザラシの毛皮を着物の形に縫って厚司の下に着た（鵡川 H 媼 66 才）  
 
 早川（1970:222）による記録 
o. 「獣の毛皮や鳥の羽で，よく外套を手作りした。鹿，熊の皮は剥いで，3・4 日も乾せば，作
りにかかれた」鵡川 赤坂カルサン翁 M3 生 
 
                                             
5 北海道では「たぬき」を指す。 
－ 66 － － 67 －
 更科（1982:146-147）聞き取り年不明 
p.「近年まで鷲や鹿皮をそのまま着物として着たことを記憶している老人がいた」釧路塘路 
q.「鱒や，海豹
あざらし
（ポンペもしくはオッコという種類）で着物を作る方法を知っている人もいた。
その鱒の革の着物の裾や襟，袖口に海豹
あざらし
の皮を付けることも知っていた」樺太出身の人たち 
r.「毛皮衣は鹿皮衣
ユ ク ウ ル
，鳥皮衣
チカプウル
，魚皮衣
チェプウル
などは明治末年まで雨具として用いられたし，冬になると
防寒用の袖無
カッコロ
にもした。熊の皮は女は着せられなかったもので，男女ともに鹿や犬の皮を常用
した。女は上着の下にモウルという下着を着た。これは毛を抜いた鹿のなめし革や，老婆たち
は狢
むじな
の皮で作った」虻田 
s.「男は鹿のなめし革で，オモンペ（またにあるもの）という片脚ずつ腰に吊す股引をはいた。
日高地方は雪が少ないせいか，脚半だけで股引ははかなかった」十勝や釧路地方 
t.「毛皮は張枠に張って乾し，乾いた毛皮の裏の脂肪は，小刀や川貝の殻でこそげおとし，腐っ
た木の皮をこすりつける」名寄 
u.「あつい灰におがくずなど混ぜたのを，縄や葡萄皮を丸めたたわしにつけてこする」虻田 
v.「乾いた砂をかけて軽石でこすり皮の脂肪抜きをしてなめす」釧路虹別，斜里，美幌，新冠 
w.「（鳥獣・樹木の着物は人間が借りて着るのだから）古くなるとお礼の木幣をつけ，人の踏ま
ないところにおさめる」音更 
 
 獣皮衣は g. h.以外は着用している。o.は獣皮衣を自ら作成する。i.は糸は鹿のすじを裂いて用いる。
b.はなめす作業について語らない。c.は「肉のついた方を体につける」とし，なめさずに着用してい
る可能性がある。d.は背中が皮で前がアットゥシのモウルをもたせられた。鞣しに相当する作業とし
て，e.は揉む，i.は軟らかくする，m.は沼につける，o.は乾すと語る。g. h.はアットゥシのモウルを
着用している。g.が年頃になる頃には木綿が流通していたことがうかがえる。r.モウルは毛を抜いた
鹿のなめし革や狢の皮などで作り，s.は十勝や釧路では鹿皮の股引をはいたが日高でははかない。皮
なめしについて，t.腐った木の皮をこすりつける，u.あつい灰におがくずなど混ぜたのでこする，v.
乾いた砂をかけて軽石でこする，方法があげられている。w.鳥獣・樹木の着物は古くなると木幣をつ
け，人の踏まないところにおさめると述べられている。 
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３．皮なめしの方法 
 皮は何のために鞣すのか。小室（1965）は「皮をなめして革にする目的の一つに耐久性を高めるこ
とがある」とする。動物のどの部分を皮とするのか，皮なめしとは何か，基本の方法を確認する。 
 
３．１．皮の組織と皮革製造の原理，大泰司（1998:19-20）による 
 皮膚は表皮，真皮とその下の皮下組織に大別される（中略）（日常接している）皮製品は，皮
膚のうち真皮の部分である。表皮はなめしのプロセスで消失する。皮を剥ぐときは，皮下組織と
真皮の間に刃を入れる。その場合，剥いだ真皮には，皮下組織の一部も付着するが，それらもな
めしの過程で除去される。真皮の膠原線維（コラーゲン）以外の部分（毛，立毛筋，皮脂腺，汗
腺）なども，種々のなめしの工程（発酵・膨化など）で除去される。 
 
３．２．皮から革へ変換するなめし作業の区分，川村（1953:1-14）による  
⑴前処理（準備作業）：皮の中の不要な部分の皮下組織，脂肪，皮筋，数種の蛋白等を，器械的
に或いは石灰や石鹸，酵素等を使用して除去し，革の主成分となるコラーゲン蛋白を残す操作。 
⑵鞣製：狭義の鞣製で①で出来上がったコラーゲン蛋白を主体とする皮をタンニン・クローム・
明礬・油脂・ホルマリン等で処理して，これらの蛋白を変性させていわゆる「革」とする段階。 
⑶後処理：⑵で出来上がった革に加脂・染色・仕上げ等の操作を加えて，商品価値や耐水性等の
増加を目的とする作業。 
 一般に鞣皮作業は⑵の作業が主で⑴，⑶は補助のように考えられがちであるが，⑴が一番大切
である。⑵はコラーゲンの変質度合いにより永久鞣し（完全に革とするもの）・中間鞣し（永久
鞣しと一時鞣しの中間の性質を有するもの）・一時鞣し（皮は革の状態までならないもの）に区
分される。一時鞣しは，水にあうと膨化・腐敗を受けるが，水気がなく，熱もたいしてかからな
い所では充分役に立ち，毛皮に少し用いられる程度の生皮の貯蔵と云うべきものである。 
 毛皮はその製造の目的が保温，装飾，手触りを第一としていて，それ程強さや耐久性を要求し
ていない。「毛」の方がむしろ主体で，土台となる皮の方は極端に云えば毛がバラバラにならな
いように保持しているに過ぎない。 
 
３．３．古くから行われてきた鞣し方法の分類と利用地域，出口（2001:130-131）による 
①燻煙法：主として植物の煙，例外的に動物の煙——主に遊牧民，草原地域に多く見られる 
－ 68 － － 69 －
②動物油脂法：脳漿法—主として牛脳，鹿脳，及び骨髄，馬脳 
    その他の方法—主として牛乳，羊乳，バター，卵，魚卵 
     ——主に狩猟民族，植物油脂の入手困難地域に広まる 
③明 礬
みょうばん
法：明礬 
④植物タンニン法：樹皮，果実，葉などの抽出汁 
——小アジア地方で発生し，地中海周辺及びヨーロッパで広く行われた 
⑤植物油脂法：草木の油脂分 
⑥その他の特殊法：酸，打叩，噛む，皮硝6，屎尿，木灰 
 
 出口はこのようにまとめているが，ここに分類されていない一方法がある。出口（2006:56-57）は
「（自身の経験で）燻しや焼き鏝
こて
で線維のよじれ現象が生じるとわかっていた」ことから「（正倉院宝
物の皮革材質調査で）当時，革の線維がよじれるような革表面の熱処理を行う技法があったことが証
明できたと考えている」と記述している。これを踏まえて古くからのなめし法⑥に，熱の利用を加え
ておきたい。 
 古くからのなめし方法に共通するのは自然界に存在するもの，身近にあるものを利用していること
である。出口（2001:145-146）は「元来，「皮を鞣す」ことは脱毛し，滑らかにし，柔らかくするこ
とにあった。人々は生活条件に合った鞣し剤・柔軟剤多くの場合，動植物の油脂を用いた」と述べて
いる。 
 なめし法の④植物タンニン法について，タンニンとは何か，どこに存在するのかを述べ，⑤動物油
脂法，特に脳漿法について述べる。 
 また，本論では，アイヌの皮なめし法について述べていくが，毛の除去については「５.考察」で
ふれることとする。 
 
３．４．１．植物タンニン法によるなめし 
 大島（1958:81）は「タンニンは植物界に広く分布し，その水溶液は強い収斂性を有し，皮を革に
変化させる性質を有している。（中略）水によって植物体から抽出される」と述べている。タンニン
の定義を奥田（1983,p.730）は，「タンニンとは，18 世紀のヨーロッパで，皮なめしに用いられる
                                             
6 中国で古くから行われた鞣し法で、硫酸ナトリウムと炭酸ナトリウムを主な鞣剤とする鞣し方法である。主に
馬皮が用いられたが、牛皮でも行われた。この革は、白色で柔らかいが、水に弱く生皮に戻りやすい。（皮革
用語辞典） 
－ 70 －
植物エキスの中の有効成分に対してつくられた名である。タンニンを含む植物エキスに生皮を浸して，
しなやかで水はじきよいなめし皮に変えることは，既に古代エジプトで行われていたが，後にヨーロ
ッパに伝えられ，獣皮を利用することの多いその生活の中で重要な役割を果たした。英語で tan が
「oak などの樹皮で皮なめしに用いられるもの」「獣皮を鞣す」等の意味をもつことや，ドイツ語の
Tannen「モミの木の類」，tannen「Tannen の樹皮で皮をなめす」の意味も，タンニンの多い樹皮
が皮なめしに用いられたことを示している」 
 タンニンが多く含まれる樹木について大原・橋田・大村（2000:1/4-2/4）が調査した樹木は，「モリ
シマアカシア」，「アカシアマンギウム」，「エゾヤナギ」，「エゾノキヌヤナギ」，「カラマツ」，「ヒバ」，
「スギ」，「ヒノキ」である。成果報告には「多くのアカシア属樹木は樹皮に多量のタンニンを含有し
ているが，特に九州産のモリシマアカシアの樹皮には，30％を越える多量のタンニンが含まれていた。
ヤナギ属樹木も一般にタンニンを多く含み，平均して 16〜19％のタンニン含有率を示した。カラマ
ツ，ヒバ等の針葉樹樹皮にもタンニンが 7〜8％存在しているが，スギ及びヒノキ樹皮のタンニン含
有量は非常に少量であった」とある。 
 
３．４．２．動物油脂法，特に脳漿法 
 鹿革のなめし方法として，脳漿なめしは日本でも行われていた。伊藤・中川（1985:537）は「日本
の伝承皮革には印伝革と姫路白なめしとある。印伝は 1 年以上ウシ脳を腐敗させてえられ，脳漿と俗
称される白色及び褐色のペースト状分解産物で鹿革を処理した脳漿鞣し白革から製せられる。一方姫
路白なめしは酵素脱毛した牛皮をなたね油でなめした革で（中略）生皮に油脂分を入れて，揉んで柔
らかくする基本的な製造法に共通点がある」と述べている。しかし，鹿皮に用いられてきた脳漿なめ
しは，革の臭いの問題，その他の条件から昭和 40 年頃から使用されなくなっている。 
 
 
４．アイヌの皮なめし 
 皮なめしについて詳細に語られた 6 例から方法を探る。（４.１.４.以外は要約，下線は筆者による） 
 
４．１．樺太アイヌの皮なめし法 
４．１．１．小田寒（樺太東海岸）で 1901 年に生まれた U.N.媼7，聞き取りは 1970-1971 年。 
                                             
7 北海道開拓記念館編（1973:35-36） 
－ 70 － － 71 －
皮をなめすことを〈rikan-ka＝柔らかく—する〉という。皮に附着している肉片・筋・脂肪な
どをマキリでケルケル〈kerker→kerekere＝削り削り〉し，正方形の皮張り枠（名前は忘れた）
などを使い皮張りをし，乾燥させて 10〜15 日強い日の当たらぬところに置いておく。皮は毛を
内側にして巻き，棒状にする。丸太を直径 25cm 位，長さ 2 尺位に切り中央を浅く削ったオシタ
ハ〈os-ta-ｘ→p 中ほどを—剥離した—もの＝皮なめし台〉の凹みに皮をあて，イタタキニ
〈i-ta-ta-ki-ni それ(皮)を—打ち—打ち—する木＝皮打棒〉でひっくり返しながら何度も打つことを
繰り返すとだいぶ柔らかくなり，浮きでた細かい垢のようなものを外で払う。再び丸棒状に巻い
て縦にして左右の手で回転させながら揉む。その後おしめを洗うように皮全体を揉むと柔らかい
なめし皮ができる。靴底に用いる大型獣の脱毛法は，毛をマキリ（makiri 小刀）できり，平ら
なところに皮を拡げ，木灰と海水をまぜ，まさかりのみねでしごくと細かな毛も抜ける。それか
らぬるま湯に 2〜3 日つけて干すと厚手の無毛皮ができる。魚皮衣や獣皮衣が硬くなると，
itatakini でたたき，手で揉んで柔らかくする。この場合あまり打ち過ぎたり叩きすぎると破れ
てしまう。 
 
 皮をなめすことを rikanka という。柔らかくするという意味である。丸太の中央を浅く削り，なめ
し台とし，削り，叩く。衣服利用ではないが，靴底に用いる大型獣は脱毛する。毛を除去するのに木
灰と海水を混ぜる。これはアルカリと塩の力を利用するものである。硬くなった衣服の再生方法が語
られている。 
 
４．１．２．小田寒（樺太東海岸）で 1906 年に生まれた T.H.翁8，聞き取りは 1971,1972 年。 
 皮はぎはふつうイリエ〈iri-e＝皮をはぐー他動詞，または使役用法語尾＝皮を剥がす〉という
が丁寧な言い方は忘れた。 
 獣皮のなめし方は，昔つるつるした丸い石にくくりつけながらやったというが，詳しくは知ら
ない。我々は皮をはいだあとで，正方形に組んだチンニ〈cin-ni＝（皮を）張る—木＝皮張り枠〉
に四方から糸をかけて皮を張り，日光が強く当たらず風通しの良いところにたてかけて干す。干
せた皮は枠から外し，オンコなどの木で作った鉞状のもので叩く。太い丸太に深いキシパ〈kis
→kik-pa＝打つ—複数を表す語尾＝いくども打つ＝刻み〉を入れ，そこへ皮を差し挟みながら叩
いていく。トゥカラ〈tukar＝アザラシの総称〉の皮は干したあと表面に鉋をかけた直状の丸太
                                             
8 北海道開拓記念館編（1973:9-20） 
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に，かけておさえ，マキリ〈makiri＝小刀類の総称〉で裏皮をむき，手で揉めばすぐに柔らかく
なる。衣類以外に用いるときは，水に戻して柔らかくして裏皮もむかずに使うことが多い。 
 
 皮はぎを irie という。皮張り枠は cinni という。なめし台とする丸太の切り込みは U.N.媼は浅く
刻み，T.H.翁は深く刻む。オンコなどの木で作った鉞状のもので皮を叩くが名称には触れていない。 
 
４．１．３．知里・山本（1979:38-41），白浜9（樺太東海岸）海豹の処理，1939 年の調査 
（海豹は）マキリを使い皮を剝ぎ（irije）皮張り（cin）をする。夏期大きいものは 7 日から
10 日間くらい，冬季には 20 日間くらい乾す。皮が乾せると，用途を定め，裁断し，縫い合わせ
る。ただ，海豹衣（ohko）と脛当（hos）を作るものにかぎり鞣して用いる。 
 皮鞣しの方法は，鉞（mukara）をもって皮の裏からゴシゴシと附着物を取り除き，さらに 鉞
まさかり
をもって柔らかくなるまで根気よく一様に擦る。次に足で踏みつけ，手で揉み，くしゃくしゃと
揉みほぐす。最後に油抜きをするために朽木を粉にしたものを擦り付けて揉む。もとは特殊な鞣
道具は持たずに，幾日もこのように手揉みした。 
 パークィ（ゴマフアザラシ）やオンネ・カムイ（フイリアザラシ）の生まれたばかりの幼獣を
コノシペ（＜kon-us-pe「綿毛の・ついている・もの」という。コノシペは真白い柔らかい毛皮に
包まれている。この毛をアイヌは珍重する。毛を小刀で採り，ほぐすと一種の綿毛のようなもの
が採れる。これをコンコニ konkon(i)という。このコンコニを糸に撚り，苔桃の実などで赤く染
めて海豹衣や魚皮衣，厚司の縫い目や，刺繍の飾りとして縫い付ける。 
 老媼の冬衣オホコ ohko，犬橇に乗る際履く袴（ホネカリシ honekaris）山狩や海豹猟に出る際
に履く沓（キロ kiro），脛当（ホシ hos），スキー（シヅ situ）の接地面に張る皮，銛などにつけ
る綱や橇用の手綱，荷負縄等の革紐（トララ torara），巫術用の太鼓（カチョ kaco）の張皮，小
刀の鞘などに利用されている。 
 脂肪から油を採取する。その方法は皮下の脂肪層（キルプ kirupu）を採り，凝固層をかすり取
るようにして皮から離す。これを鍋で煮る。上層のほうの澄んだよい油（ケーke[he]）を掬いと
り海馬または海豹の胃袋（ピセ pise）を洗って乾したものに入れて貯える。御馳走チカリペに使
う他，食べ物につけて食べたり，燈油にも用いたりする。この油をカムィ・ケヘ
ママkamuy-kehe（神
の油）と呼ぶ。 
                                             
9 1921 年 8 月相浜・小田寒・保呂・白浦等十ヶ所のアイヌが白浜に新たなコタンを築いた（同書:15） 
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 骨のみ捨てる（「神の形骸」であることから）が頭骨だけは送る。 
 
 海豹衣と脛当を作るものに限り皮鞣しをする。皮鞣し方法は鉞で皮の裏から附着物を取り除き，鉞
で柔らかくなるまで根気よく擦り，足で踏みつけ，手で揉み，くしゃくしゃと揉みほぐす。最後に朽
木を粉にしたものを擦り付けて揉み，油抜きをする。植物タンニンを利用している。特殊な鞣し道具
を使用していない。毛の除去は行わないが，幼獣の毛は小刀で採って糸に縒り，赤く染めて衣服の飾
りとして縫い付ける。 
 
４．１．４．葛西（1943:52）1908 年から樺太に居住し民俗調査を行う 
 海豹の毛皮は毛履（キロ），皮綱，外套，煙草入れ（カツコム），足橇（ストー）の裏皮，其の
他叺（テンキ）の類いを作る。（中略） 
 製革の方法は先づ脂肪を掻き去って，毛の方に水を浸し，これを丸めて，乾燥した雜草に包み，
其の上から再び水を浸して筵に包み，夏期は屋外に，冬期は溫気ある室内の隅に吊して凡そ十日
位経ってから下ろして，毛のある方の薄皮と一緒に剥ぎ取って良く水洗いして後乾かすのである。 
 アイヌは海豹を捕れば眼球を煮て取り出し頭骨に添へ，一切の骨と共に筵に包んで海に流し葬
る風習がある。 
 
 水，温熱を利用し，腐敗発酵状況を作り出し，毛を除去している。特に鞣し具には言及していない。
海豹の眼球と頭骨に関する風習を記述する。 
 
４．２．北海道アイヌの皮なめし 
４．２．１．萱野（1978:166-167） 
チンクワ cin-kuwa で張った皮はそのままリクンキ（上の火棚の簀）へあげてしばらくの間（10
〜20 日）置いておき，生乾きになったところでおろし，自家用であれば裏側の油をとってなめ
す。鞣しかたとしては，皮の上側の脂やあま皮をとるために皮の裏に木灰をふりかけて，目の粗
い砥石 ruy でごしごしこすること数回，脂の薄い膜を指先ではがすこと数回繰り返す。その後根
気よく揉む。鹿，熊，犬はこれで十分。毛を抜き皮だけにして使うときはこの鹿革を夏 1 週間ぐ
らい便所の中に漬け，引き上げて水洗いすると毛はぬけて柔らかくなる。 
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 皮をリクンキにあげ「燻し」ている。砥石 ruy を使用し，木灰（アルカリ）を利用してこする。な
お鹿革の毛を抜くときは便槽に漬ける。 
 
４．２．２．北海道東部斜里で生活した 1903 年生まれの K.H.翁10，聞き取りは 1970 年。 
皮は乾かし，皮張り枠を作って皮張りをし，皮の内側を太陽に向けて（日差しで皮が焼けない
よう場所をうつしながら）乾かす。皮についている肉片が乾くと乾燥したことになるので，肉片
の乾燥具合を目安とする。生皮に付着した油・肉を取り除いておくと天気のよい日なら数日で干
せる。冬にとった皮は皮張り枠に張ったまま寒干しして夏までそのままにするか，皮張り枠から
はずして丸めて室内の強火のあたらないところにつるす。こうすると焚火の煙に燻され虫がつく
こともなく，皮なめしの時まで保存がきく。 
 真夏に皮なめしが始まる。丸太（直径 25〜30cm，長さ 1ｍほど）に毛の面をあてて置き，丸
太の上で，マキリ（小刀）の背を使い油や肉片をしごく。油が皮一面ににじむので，くず糸（ア
ットゥシ織の製糸の際にできる糸）でぬぐい取りながら，しごき続ける。数時間のしごきが終わ
る頃に太陽が高くなり浜は熱くなるので，しごいた皮を浜に持って行き，熱砂を内皮にかけて荒
縄を丸めたタワシの状のもの（昔は前述のくず糸を利用したという）でこすり，手で揉み続ける。
場所を移動しながら数回繰り返し，油のにじみ方が少なくなったら丸太の上でさらにマキリでし
ごき，また，浜へ出て熱砂をかける，これを繰り返すと一日で油が抜けて，匂いがあるが柔らか
くきれいな皮が得られる。 
 皮についた毛を取り除くことはしなかったが，鹿の毛は中空なので座敷に敷いておくと年と共
に折れていつの間にかなくなり，無毛皮となるので，昔はサルマタ（褌）や肌着を作ったという
ことだ。（私たちが）育った頃は和人の衣類が手軽に入手できたので，木綿の褌を締めた。 
 
 ここでは虫がつかないよう保存のために「燻し」が行われている。マキリは使用するが，樺太アイ
ヌのように皮なめし台は作らずに，丸太をそのまま使用し，しごき，揉む。熱砂を利用し，温熱と塩
分を利用している。いつのまにか無毛皮となった鹿皮でサルマタ（褌）や肌着を作っている。 
 
 
 
                                             
10 北海道開拓記念館編（1975:.33-34） 
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５．考察 
 アイヌと交流があったと考えられるアムール川流域のホジェン族は，脳漿なめしを行っている。 
 李（2005,p116-117）は，「ナイフで皮についている脂を削り落として，その皮を水瓶に入れる。鹿
の脳を発酵させて水のようになったものを，皮を入れた水瓶の中に入れる。水も皮も白くなったらで
きあがりで，その時には毛がすっかり落ちている」というプロセスを踏むものである。この脳漿鞣し
の方法がアイヌに伝わったかどうかの確認はできていない。 
 脂肪はマキリ，鉞，砥石などを使い除去する。「２.先行調査」のインフォーマントによる脂肪の除
去には，t.川貝を使う，m.沼につける，u.あつい灰におがくずなど混ぜたのを縄や葡萄皮を丸めたた
わしにつけてこする，v.乾いた砂をかけて軽石でこする，などがある。 
 鞣しに相当する作業は e.揉む（伏古），i.の軟らかくする方法は不明，m.の沼につける（平取）は，
植物タンニンが考えられる。 o.の乾すことはなめす作業全般に関わるものである。c.はなめし工程を
行ったか不明である。t.腐った木の皮をこすりつける（名寄）は植物タンニンを利用した可能性があ
る。u. 熱い灰とおがくずなどを混ぜてこする（虻田）は熱とアルカリと植物タンニンを利用した可
能性がある。e.の冬にとった毛を夏に揉む（伏古）は，冬から夏まで室内で保管するのであれば K.H.
翁と萱野の「燻し」に相当し，燻煙法を利用した可能性がある。樺太アイヌは手で揉む方法，油抜き
するために朽ち木を粉にしたものを擦りつけて揉む，筵に包み水につけておく。この 3 方法がある。 
 毛の除去は，北海道アイヌは m.沼につける，植物タンニンを利用する方法と，萱野の便槽につけ
るがあげられているが，b.（二風谷）と K.H.翁は古くなると鹿の皮の毛はとれると語る。樺太アイ
ヌは筵に包み水につけておく。 
 
 本論は北海道アイヌの皮なめしについて，毛を抜く，脂肪をこそげ取る，皮を柔らかくする，の 3
段階にわけ，皮なめし法を解明することが目的である。 
 脂肪はマキリ，鉞，砥石や川貝などを使いこそげ取るが，皮を柔らかくする工程が先に行われるこ
ともある。樺太アイヌは衣服用（犬橇用の腰当・スカートの上部を除く）には毛は抜かず，北海道ア
イヌでは皮が古くなることによる脱毛，便槽に漬ける，沼につけることで無毛皮を作成した。 
 北海道アイヌの皮を柔らかくする方法は一様ではない。「燻し」は３.４.の出口の分類による，①
燻煙法を利用した可能性があり，e.伏古，斜里 K.H.翁，二風谷の萱野で行われている。④植物タンニ
ン法を利用した可能性のあるのは m.の沼につける（平取），t.腐った木の皮をこすりつける（名寄），
u. 熱い灰とおがくずなどを混ぜてこする（虻田）である。⑥その他の特殊法である，酸，叩く（揉
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むを含む），屎尿，木灰，熱を利用したものは，u. 熱い灰とおがくずなどを混ぜてこする（虻田），
萱野の皮の裏に木灰をふりかけてこする，斜里の K.H.翁の熱と砂の塩分を利用，v.乾いた砂をかけて
軽石でこするがある。以上述べたように北海道アイヌの皮を柔らかくする方法は地域の自然の特性を
利用したものであった。 
 皮なめし方法は樺太アイヌと北海道アイヌでは大きく異なることが判る。樺太アイヌには専用の道
具 ostah（皮なめし台）という台に皮を乗せ itatakini（皮打ち棒）で柔らかくする rikanka（皮をな
めす＝柔らかくする）という「語」がある。北海道アイヌは rikanka を使った形跡がない。北海道ア
イヌに，ritenka（〜を柔らかくする，うるかす）という「語」があるが，皮を柔らかくすることに
特化していない。 
 近代のなめしの準備には，毛の除去も含まれているが，アイヌは皮を柔らかくする状態まで毛の除
去を行っていない。樺太アイヌは靴底に用いる大型獣は脱毛の工程を踏む。衣服にする場合（腰当・
スカートの上部を除く）は毛を除去しない。北海道アイヌはあえて毛を除去しないが，古くなった皮
はいつの間にか無毛皮となる。もしくは沼につける，便槽につける程度であった。tonto は北海道で
は毛を抜いてきれいにした無毛の皮を意味する。『方言辞典』の（なめしがわ）の項目において樺太
では，cirikonkarus,-ihi；onrus《一種の白いなめし皮》；tonto《毛を抜いて揉まない皮》の 3 語が
ある。それぞれ ci-rikonka（＜rikanka）-rus 我らが—鞣した—毛皮；on-rus 発酵した—毛皮；tonto 毛
を抜いて揉まない皮，この 3 種類の皮（なめし皮）というなめし方の工程の違いが存在した可能性が
ある。onrus は葛西（1943）の方法で作成されたものである可能性がある。ピウスツキの収集資料11
には白さが残っている。tonto は，靴底に用いる大型獣の脱毛したものを指している可能性がある。 
 北海道アイヌが無毛皮を作るには m.沼につける，萱野の便槽につけるの 2 方法と，b.c.自然に無毛
皮となることが記録されている。また，m.沼につけることで白い皮も得ている。 
 
 シーボルト（1996）の「毛皮である場合には，天気によって裏返しにして使用する」は，３.３.で
川村（1953）が述べる「一時鞣し」状態が考えられる。水にあうと膨化・腐敗を受けることから裏返
しにして利用するのであろう。 
                                             
11 井上・ラティシェフ（2002:56,57,67）p.56 砥石入れ；セイウチの鞣し革を縫い合わせた長楕円状，p.57 タ
バコ入れ；セイウチの鞣し革を縫い合わせた四角状，p.67 男用スカート,前掛け（荻原・古原 2012:98 は犬
橇用の腰当・スカートとする）；アザラシの毛皮片を縫い合わせた物。上部はアザラシの鞣し革製とある。 
 p.57 タバコ入れは同じ資料が SPb アイヌプロジェクト調査団編（1998:52）にあり，トド皮製とある。セイ
ウチとトドの生息域は異なることから，本資料 p.56,p.57 は共にトド製と思量する。（ロシア科学アカデミー
人類学民族学博物館蔵） 
－ 76 － － 77 －
 渡辺（1951,p.280）は沙流川での調査結果から「獣皮は刃物で脂肪を削り幾分柔軟にする程度とい
われ，本格的な鞣作業は少なくとも明治中葉以降行われた形跡がない」は，そもそも鞣す習慣も希薄
であった可能性がある。c.「肉のついた方を身体につけると軟らかくて丈夫で良い」芽室の媼の談は
それを示唆している。 
 
 
６．おわりに 
本論では北海道アイヌが特別ななめし具を必要とせず，自然界にあるものを利用して行っていたの
で皮をなめす＝皮を柔らかくする「語」も必要としなかったし，皮を鞣す習慣も希薄であった可能性
があることを導き出した。 
 日本の古いなめし方について，千葉（1992:197）は「日本のマタギ連中に聞いたところでは，普通
はほとんどなめさない。脂肪を削り取ったのをそのまま乾かす。揉んで柔らかくするという程度のも
ので，大変お粗末だった」は，渡辺（1961）の「獣皮は刃物で脂肪を削り幾分柔軟にする程度」と同
様である。 
－ 78 －
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Natural use in Hokkaido Ainu 
－About using animal skins for clothes－ 
 
SATO Masako 
 
Summary: 
This thesis argues that Hokkaido Ainu used nature for making of animal skins for 
clothes. There are a word "to tan" and a tool with which they tanned in Sakhalin Ainu, 
but the word and the tool don't exist in Hokkaido Ainu, neither. Then, what kind of 
work was performed to use of animal skin as clothes? 
Hokkaido Ainu said "it was rubbed with hands", "it was pickled in a receptacle for 
manure"and "It was pickled in a marsh". Hokkaido Ainu used these natural devised to 
make animal skins soft annd made clothes, this thesis concludes. 
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